
子どもの日本語教育研究会 2025.3.8 オンライン

第10回大会 パネル発表

別府市立別府中央小学校／多文化に生きるこどもネットワーク大分 立山愛

大分県行政との連携の試み



行政との連携：多文化に生きるこどものことば研究会

1) 県教委主催の研修から生まれた研究会

県教委主催の日本語指導支援員研修（年2回）

【課題】もっと多くの研修の機会を希望する声
県内に日本語指導について学び合う場があれば・・・

【解決策】日本語指導アドバイザーと大学教員協働で
研究会を立ち上げ、毎月定例会を開催（2023年6月）

多文化に生きるこどものことばに関して
１）相互の交流・学び合い
２）情報の共有・集積・発信
３）教材・リソースの作成

月1回の定例会（その月の最後の金曜20:00～21:00）



行政との連携：多文化こどもあしながプロジェクト

２) 民間ネットワークとの連携

【課題】学校の教科書のように、無償で日本語の教科書
を渡したい／どんな教材がよいか相談窓口がほしい

【解決策】多文化☆こども あしながおじさんプロジェクト

民間ネットワーク（株式会社篠研・多文化に生きるこどもネット
ワーク大分）による日本語学習用教科書を無償配布するプロジェ
クト

県教委が県内の全小中高校に周知（年2回）
日本語指導アドバイザーが教科書選定をサポート

県内で日本語指導を受けているこどもたちに日本語学習用教科
書の無償提供を通じて学習を応援するプロジェクト（2021年～）



行政との連携：多文化に生きるこどもネットワーク大分
～多言語スピーチ会～

３) 民間ネットワークとの連携

【課題】県内に少数で散在するこどもたち、サポーターたちが集う
機会があれば

【解決策】民間ネットワーク 多文化に生きるこどもネットワーク大分
による「多言語スピーチ会」

大分県教育委員会他、県内の市教育委員会後援

未就学児～高校生が「自分のことば」で思いを伝える場

目的：子どもたち同士のつながり・社会的アイデンティティを育む
周囲の異文化間能力の涵養



これから解決していきたい課題（願い）

・各学校における全体計画、指導カリキュラム、支援体制づくり（担当者の配置）
・学校教員対象の研修の必須化（初任者研修・校内研修等）
・日本語指導者の確保と質の向上（市町村格差の解消）
・日本語指導の十分な時間の確保／オンライン指導の導入
～大分県内のどこに住んでいても同等の教育を受けられること～

・プレスクール設置や初期日本語指導教室の開設
・教育学部を持つ大学との連携・研究
・教育関係者会議（議員・行政・大学・小中高・幼保等による対話の場）
・就学前（幼稚園・保育園）のサポート体制づくり
・小中学校入学ガイダンス、高校進学ガイダンス
・高校入試特別措置・入学枠の拡大
・進路・進学等のキャリア支援 等々・・・

学校現場をよりよくするために、大分県にあったらいいなと思うもの



こうした子どもたちを取り巻くさまざまな日本語教育現場の課題
を解決するには・・・（≒「変える／変わる力を発揮するには）

学校内外で、どんな立場の人やコミュニティとつながり、連携し
ていくといいのでしょうか？（≒どんな「つなぐ力」が必要？）

ここからは、一緒にディスカッションしていきましょう！

問い
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